
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年度「デジタルファクトリー推進中核人材育成講座」 

糟屋郡 A 社 （製造業） 

 5 日間、講座を受講させていただきましてありがとうございました。 

これまで、講演会の聴講や、デジタル化の取組みを行われている企業の工場見学

の経験はありましたが、どう捉えたら良いかわかりませんでした。 

 弊社での取組みは、何を改善したいのか、何が目的なのかを明確にした上で、現

状状態を定量的に把握し、解決される技術および期待効果を選択することを意識

し、方向性を定めようとおもいます。 

 いつでも必要な情報がとれ、だれでも見ることができる状況を達成できれば理想

形であるとはおもいますが、小さなことからでも目的を明確にし、我社のデジタル

化を推進していきます。 

 工場生産工程の見える化の第一歩として、帳票にバーコードをつけ、現在の状況

を把握する取組みを行っております。将来的には、工程設計・見積・生産・検証を

繋げたうえで管理していきたいと考えております。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 

北九州市 B 社 （製造業） 

口頭やマンツーマン指導、機械の不具合が出た時の対処手順を写真と文書で作成

したりしていたのですが 講座を受講して動画等デジタル化にする事により素人

でもある程度理解しやすい仕組みを作る事は凄く為になりました。 

サーバー等の環境整備も踏まえて 順次進めていきたいと思います。 

 

【受講者企業より】  

熟練の技は口頭では伝わりづらいので動画等を活用して、素人からの脱却の手

助けになるよう活用していってもらいたい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北九州市 C 社 （製造業） 

「DX とはなにか」から「現場課題抽出」まで幅広く学ぶことができました。実

際の最新ツールの案内もあり、課題対応への視野を大きく広げることができまし

た。ビジョンを掲げバックキャスティングの思考で活動を推進したいと思います。 

 

【受講者企業より】  

会社方針として DX を進めるという方向性は示すが、DX が形だけのものになら

ないよう具体的な内容は現場からのボトムアップで構築していきます。 

各部門で必要なものからデジタル化を行うことと並行して、デジタル人材の育成

を行います。 

各部門でデジタル化が行われたのち、全社でデータベースを共有化し事業基盤の

強化を行う。これらを構築する過程においてデジタル化による新たな効果を検討し

ていきます。 

（取締役工場長） 
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